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・最小、低価格　( 当社比 )
・10ps ステップで調整可能
・15GHz 周波数帯域、10G ビット /s の高速伝送に対応
・マルチレーン式高速シリアル差動伝送でのレーン間スキュー調整に最適
・基板トレース時の面積消費および特性劣化の問題を解決（技術資料参照）
・ご要望により、2012 サイズ シングルエンドディレイラインも供給可能
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保管条件は MSL1 で、本製品の吸湿管理は不要です。よって、リフロー前の
ベーキングも不要です。
許容回数：2 回

No.1

r t W

r  t 0.3(0.012) 0.4(0.016) 0.5(0.020) 

3.5 W=0.44(0.017) W=0.50(0.020) W=0.52(0.020) 

4.1 W=0.38(0.015) W=0.46(0.018) W=0.50(0.020) 
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数十 ps の遅延時間の調整には、折り返し線路を使用した基板トレース方法が
採用されるケースがある。仮に 100ps を調整する場合、図 1 のような差動ペア
間を結合した基板トレース、または図 2 のような差動ペア間を非結合とした基
板トレースになると想定できるが、どちらもトレース面積が非常に大きくなっ
てしまう。また、図 1 はコーナーでのアンバランスによって差動ペア間に時間
差が生じ、中間点でコモンモードノイズが発生してノイズ放射の恐れが考えられ
る。図 2 では 10GHz 以上の帯域で良好な特性が得られない可能性が高い。
そこで、図 1、2 について電磁界シミュレータを用いて検証し、CDLF10C と

特性を比較する。基板は、本カタログの推奨ランドパターンに掲載の条件（基板
裏面はベタ GND）とし、W=0.38mm、t=0.3mm、ε r=4.1 の組合せとする。
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